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 路線バス/野田学園前バス停下車（徒歩２分） 

入場料：無料 

講演 

１）「沖縄の自然は今、泡瀬・辺野古・やんばる」 

   水野隆夫（元環境省自然保護官、泡瀬干潟大好きクラブ代表） 

２）「内海の豊かさは今、瀬戸内海・有明海」 

   佐藤正典（鹿児島大学理学部教授） 

 

【沖縄】 

●海洋博研究センター サンゴワークショップ 

「サンゴの分類と同定 2012」参加者募集 

・対象：一般市民・学生，受講料：無 料，募集定員：16 名（４日間とも受講可能な方） 

・担当：西 平 守 孝 

・内容：骨格標本を観察して，日本に分布する造礁サンゴの属の特徴を学習し，同定スキ

ルを修得する 

・会場：海洋博覧会記念公園管理財団総合研究センター視聴覚室 

・日時：2012 年 3 月 22 日（木）～3 月 25 日（日）（4 日間連続）09:00～17:00 まで 

・ポスターは海洋博研究センターＨＰに掲載 http://www.kaiyouhaku.jp/grc/index.html  

・参加申し込みとお問い合わせは下記まで： 

海洋博覧会記念公園管理財団総合研究センター普及開発課 担当：篠原礼乃・高 英昭 

電話：0980-48-2266（午前 9 時～午後 5 時）ファクス：0980-48-2200 

E-mail: oerc@kaiyouhaku.or.jp メイルの件名は 「サンゴの分類と同定」 とお書き下さい 

 

 

 

 

 
 

白浜では珍しいカミクラゲ 

  カミクラゲは８カ所に束ねられた触手を傘の縁からなびかせ、海表面直下まで浮かん
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できたかと思えば、海底の方へと静かに沈んでゆきながら上下運動を繰り返す。毛髪のよ

うな多数の触手の根元には赤い眼が１個ずつあって、光を感知して浮沈を調節している。

この目の中にはレンズは含まれておらず、立方クラゲ類やタコ・イカ類、はたまた人間の

ように像を結べるような高級で精巧な目ではない。 

  2004 年２月に、今回はごく少数個体だったが、カミクラゲ（ヒドロ虫類）と久々に瀬

戸漁港で遭遇できた（図）。白浜近海には、この 10 年余りではめったに姿を見かけない種

で、これまで北浜（漂着個体）と瀬戸漁港で１個体ずつだけ見つかっている。 

  カミクラゲも前に紹介したノーベル賞でよく知られたオワンクラゲと同様に、最大級

のヒドロクラゲである。成体が子供の握りこぶしほどで、縦長の傘は、高さが 10 cm に達

する。軟クラゲ目のオワンクラゲが横長なのとは傘形が異なるが、これは両者の遊泳力の

差につながっている。カミクラゲの方がすばやい動きができるのは、ジェット推進型体形

なのと、何百もの赤い目の存在がものをいうからである。 

  2004 年２月中旪のカミクラゲの記録は、この他には、元瀬戸臨海実験所教員の田名瀬

英朊さんが单部町堺港で、同実験所の太田満技術職員と山本泰司技術職員が白浜町袋港で

複数個体を見たとのことである。つまり同じ頃、白浜付近のあちこちで出現した。漁師さ

んたちによると、この年は冷水のため魚が捕れないので出漁できないとのことだった。 

田辺湾のこの年の水温低下は確かで、元京都大学防災研究所白浜海象観測所の芹沢重

厚教員に、田辺湾口に設定された日本一古い観測棟（２代目）で時々刻々と測定されてい

る水温データの一部を教えて頂いた。2004 年２月８日に最低水温を記録し、13℃を切ろう

かという程度まで下がっていた。これ以上下がると熱帯系の魚類やタカラガイ類が凍死す

る。カミクラゲは紀伊水道北部の冷水が下り潮で一丸となってやってきたかもしれないと

のことなので、それならばこのあたり一帯への出現は納得できる。 

  カミクラゲは日本各地で比較的頻繁に遭遇できる種であるにもかかわらず、世界の誰

もそのポリプの姿を見たものはいない。実験室でもうまく得ることがまだできていない。

たとえばカイヤドリヒドラクラゲのように、ポリプが他の動物と緊密な共生関係にあれば、

実験室でいくら努力をしても自然条件がかなっていないのでポリプへの変態をおこさない

だろう。こうなったら変態を促進させる薬を使ってポリプの実体をつきとめる手だてしか

残されていないだろう。 

カミクラゲは新種として 1818 年に記載されて以来、日本特産種であり続けてきた。だ

が、ごく最近、韓国でも発見された。北日本にはいないのに冷水系の隣国にも最近になっ

て分布拡大したのだろうか。それとも元々いたのだろうか？生物地理学的な側面を突き詰
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めることも面白い。 

 図． 髪をふりかざしたような大形のヒドロクラゲのカミクラゲ（左は口側から、右は

反口側から観察） 

 

５．事務局便り： 

●事務局移転のお知らせ 

海の生き物を守る会の事務局は、2月 1日以降、下記の住所に移転しました。それにともな

い、電話も変更になっています。ご注意下さい。なお、メールアドレスは変更ありません。

また、銀行口座なども変更ありません。 

 

海の生き物を守る会 事務局 

〒606-8413 京都市左京区浄土寺下馬場町 69 番地 

電話＆FAX：０７５－７４１－６２８１ 

E-メールアドレス：hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp  

 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思


